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新潟市

市長記者会見 

期 日  令和５年４月１１日（火） 

   時 間  午前１０時～ 

場 所  対策室  

発 表 内 容

１ 令和５年度「市長とすまいるトーク」の開催について 

                    （広聴相談課） 

２ 新潟市 SDGｓ未来都市 ロゴマークの決定について 

             （政策調整課） 

３ モデル校による「食と農のわくわく SDGs 学習」が 

  スタートします         （食と花の推進課） 

４  萬代橋チューリップフェスティバルの開催について 

 （みどりの政策課） 



令和５年度「市長とすまいるトーク」の開催について 

１．目 的 

市長が市の施策等を市民の皆さまに説明し、市民の皆さまの率直なご意見

をお聴きし、今後の市政の参考にします。 

２．テーマ 

「新潟市総合計画２０３０」 ～新たなまちづくりのはじまり～ 

３．内 容 

  ・市長説明  総合計画の概要、令和５年度の取り組み 

・意見交換 

４．日 程 

 区 開催日 時間 会場 

１ 江南 5 月 16 日(火） 19：00～20：30 江南区役所 

２ 秋葉 5 月 18 日(木） 19：00～20：30 秋葉区役所 

３ 北 5 月 21 日(日） 15：00～16：30 豊栄地区公民館 

４ 南 5 月 22 日(月） 19：00～20：30 白根学習館 

５ 西 5 月 23 日(火） 19：00～20：30 黒埼市民会館

６ 西蒲 5 月 26 日(金） 19：00～20：30 巻文化会館 

７ 中央 6月 5 日(月） 19：00～20：30 新潟市民プラザ

８ 東 6 月 6 日(火） 19：00～20：30 東区プラザ

お問い合わせ先 

               新潟市広聴相談課 担当：源川・飯田 

電話 ０２５－２２６－２０９４（直通）

令和５年４月１１日 
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新潟市 SDGs 未来都市 ロゴマークの決定について 

○ロゴマークの募集 

  募集期間 ：令和５年２月１３日（月）～令和５年３月３日（金） 

  募集テーマ：「持続可能な食と農の創出」、「都市と田園が共存する強み」 

応募作品数：８０点 

○ロゴマークの審査・決定 

  「SDGs 未来都市新潟市オリジナルロゴマーク審査委員会」を組織し、 

  審査会で入選作品を決定 

  審査会 ：令和５年３月１７日（金） 

審査委員：村山 敏夫（新潟大学 准教授） 

       石川 竜太（株式会社フレーム アートディレクター） 

      神田 亜美（イラストレーター） 

       坂井 玲子（新潟市役所 政策企画部政策調整課 課長） 

       高宮 茉優（にいがた製菓・調理専門学校えぷろん  

新潟市若手料理人ｺﾝﾃｽﾄ 2022 学生枠最優秀者） 

       星野 陽 （新潟国際情報大学 4年生） 

       山倉 慎二（SHOKURO 代表・農家） 

  最優秀賞作品： 作成者 高田 研吾（タカタ ケンゴ） 愛媛県在住 
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＜作成者の作成意図＞ 

・「食」と「農」の創出、「都市と田園が共存する強み」を想起させる 

『稲』をモチーフした日本一の水田面積を誇る新潟市らしいロゴマークで 

す。又、この取り組みは市内限定ではなく、県内外及び海外へ幅広く広ま 

る意欲を「膨張」で表現しております。 

＜審査会講評＞ 

・シンプルな中に「食」と「農」を感じさせるデザインを評価 

・円(球)の形に「持続可能な」要素を感じる 

・「都市と田園が共存する」という点も、デザインの都会的な雰囲気により 

 想起されると感じた 

・Tシャツなどのグッズ展開がしやすい 

・稲はこれから実っていくもの。そのイメージが、新潟市がこれからむかっ 

ていく「未来都市」のイメージとポジティブに重なるのではないか 

・色とりどりの部分は、米のようにも見えて、野菜や果物など色々な農産物 

を表しているようにも感じる 

・稲の部分が手にも感じられ、包み込んでいるような雰囲気がよい 

○ロゴマークの使用 

  使用範囲：「食」と「農」の分野に限らず、あらゆる分野を想定  

  使用主体：企業・団体・個人 どなたでも 

  使用条件：新潟市で SDGs（持続可能性を高めること）に取り組んでいる 

又は、取り組もうとしていること 

その他 ：使用にあたっては、注意事項を遵守いただき、WEB フォームか 

ら使用届の提出をお願いします（使用届不要の場合あり） 

詳細は、新潟市 HP「SDGs の推進」ページでご案内します。 

（参考）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○SDGs 未来都市とは 

SDGs 未来都市は、SDGs の達成に向けて優れた取組を提案する都市として、国

が選定するもので、本市は、本市の強みであり、多くの課題を抱えている「食」

と「農」の分野の持続可能性を高める取組を提案し、昨年 5月に選定された。 

 お問い合わせ先：新潟市政策企画部政策調整課 課長 竹田 

      〒951－8550 新潟市中央区学校町通 1番町 602 番地 1 
      TEL：025－226－2066    MAIL：seicho@city.niigata.lg.jp 



１ 事業内容 

本市が令和４年度に選定された「SDGs 未来都市」の中核事業として、モデル校による

取り組みがスタートします。 

昨年度のモデル校５校から１２校に増やし、本市の強みである食や農をテーマに児童・

生徒・学生自ら課題設定し、探究しながら学習成果をまとめていきます。 

今後、モデル校の事例を基に実践校を増やし、将来を担う人材づくりにつなげます。 

２ 令和５年度モデル校 ※学習テーマは新年度、改めて設定していきます。 

学校名 区 学習テーマ（案） 

小学校 

（５校） 

新潟市立山の下小学校 東 ・米と米粉の活用について 

新潟市立山潟小学校 中央 ・環境と地元農産物を活用した学習 

新潟市立大淵小学校 江南 ・地域の新しい農業を知る 

新潟市立白根小学校 南 ・スマート農業から考える地域の農業 

新潟市立升潟小学校 西蒲 ・地域の特産品を活用した加工品づくり 

中学校 

（３校） 

新潟市立松浜中学校 北 ・持続可能な「食」について 

新潟市立新津第一中学校 秋葉 ・米づくりの未来について 

新潟市立小新中学校 西 ・ロボットによる未来予測 

高等学校 

（２校） 

新潟市立明鏡高等学校 中央 ・全学年を通した農業キャリア教育 

学校法人 日本文理学園 

日本文理高等学校 
西 ・食に関するグループ探究 

専門学校 

（１校） 

学校法人 エイシンカレッジ 

シェフパティシエ専門学校 
中央 ・地域の特産品を活用した商品考案や販売 

大学 

（１校） 
調整中 

３ 主なスケジュール 

  ４月     学習テーマの設定 

  ５月以降   体験・探究学習の実施 

  年末～年明け 学習成果のまとめ、発表 

【問い合わせ先】 

新潟市農林水産部食と花の推進課 教育ファーム・花育担当 加藤・目黒 

  電 話：０２５－２２６－１８４４（直通） 

E-mail：shokuhana@city.niigata.lg.jp 

令和５年４月１１日
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新潟市



令和５年４月１１日 
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萬代橋チューリップフェスティバルの開催について 

新潟市

○趣 旨   

市のシンボルである「萬代橋」を市民が育てた市の花「チューリップ」 

で彩り、春の到来を喜び合うイベント。

1986 年に第 1回が開催され、2023 年は 38 回目の開催となる。 

○開催時期 

令和 5年 4月 13 日（木）から令和 5年 4月 30日（日） 

までの 18 日間（開花状況により短縮または延長する可能性あり。） 

※初日にオープニングセレモニーを実施

○オープニングセレモニー概要（場所：萬代橋西詰ホテルオークラ新潟前） 

・式典受付     9 時 30 分から 10 時 

・式典       10 時から 10時 30 分 

          ① 主催者挨拶（新潟市長） 

          ② 祝辞（来賓代表：新潟国道事務所長） 

③ チューリップを育てた園児から一言 

          ④ 園児たちとの記念撮影 

・キッズパレード  10 時 30分から 11 時 

○フェスティバル概要 

市内保育園、幼稚園、小中学校の他、個人や団体から育ててもらった 

チューリッププランター約 2,600 基を萬代橋西詰交差点から東港線交差点 

までの約 500ｍ区間の歩道に展示します。 

問合せ先 

新潟市土木部みどりの政策課 

担当：上石・西澤 

電話０２５－２２６－３０６５(直通) 






